
日
向
陶
海
岸
砂
丘
地
域
の
研
究

且

小

牧

賓

繁

ガン
チ
ク

キ
ン
チ
ク

栄
落
立
地
附
近
ほ
於

い
て
は
'
風
砂
に
勤
し
住
居
並
び
に
耕
作
物
を
防
護
す
る
た
め
'
圃

竹

叉
は
金

竹

が
植
ゑ
ら

れ
､
ま
た
容
義
垣
が
施
さ
れ
て
ゐ
る
.
前
者
は
砂
地
に
過
し

一
ヶ
所
は
族
生
し
根
元
よ
身
小
紋
を
出
し
密
集
す
る
性

質
を
有
す
る
故
砂
丘
地
の
垣
根
と
し
て
適
す
る
が
､
こ
れ
が
植
栽
は
飴
-
多
-
は
夜
-
'
歩
諾
垣
が
多
-
作
ら
れ

て

ゐ
る
や
う
で
あ
る
｡

常
地
方
海
岸
砂
地
の
作
物
と
し
て
は
'
林
進
士
氏
に
よ
れ
ば
'
従
来
は
､
夏
は
甘
薯

･
西
瓜

･
大
豆

･
粟
等
が
作

ら
れ
(陸
稲
は
草
地
の
力
め
不
可
)'
冬
は
歩
が
作
ら
れ
允
が
p
近
来
は
､
表
作
と
し
て
は
南
瓜

･
閥
瓜
･
そ
の
他
の
瓜

療
･茄
子
･
ト
ヤ
ト
･煙
草

(
米
兼
は
殊
は
砂
地
は
よ
ろ
し
い
)
等
が
作
ら
れ
'
秋
は
大
根
､
冬
は
歩
が
多
-
作
ら
純
る

や
う
に
な
っ
た
｡
而
し
て
近
来
曹
地
方
海
岸
砂
地
が
促
成
栽
培
に
利
用
せ
ら
れ
る
ほ
至
っ
た
乙
と
は
特
に
注
意
せ
ら

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡
林
氏
は
よ
れ
ば
､
督
地
方
海
岸
砂
地
に
は
早
作
ら
(車
促
成
栽
培
)が
最
も
有
利
で
あ
る
'

夏
の
南
瓜
､
秋
の
大
根
(
尾
張
大
根
)が
そ
の
主
な
も
の
で
あ
る
が
'
そ
の
他
に
も
種
々
の
も
の
が
作
ら
れ
る
｡
例

へ

ば
白
井
碗
豆
が

三
'
四
月
の
頃
か
ら
霜
藩
の
な
い
砂
地
を
利
用
し
て
露
地
栽
培
せ
ら
れ
カ
タ
､
胡
瓜
が
宅
地
附
近
の

油
障
子
を
利
用
す
る
池
床
で
促
成
栽
培
せ
ら
れ
た
み
す
る
が
如
41Jで
あ
る
､
か
か
る
早
作
与
は
土
佐
及
び
尾
張
か
ら

日
向
閥
指
揮
砂
丘
地
域
の
研
究

天
七

四
五



地

球

鱒
二
十
四
懲

鈴
凹
班

天

八

四

六

の
移
民
が
を
の
捜
術
を
健

へ
ね
も
の
で
あ
る
p
以
前
皆
地
方
は
於

い
て
廿
葦
が
作
ら
れ
､
そ
れ
か
ら
砂
糖
が
作
ら
れ

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

ね
が
､
土
佐
人
は
そ
れ
に
甘
藷
を
原
料
と
す
る
飴
を
粉
末
と
し
た
も
の
を
混
じ
､
ト
ク
グ
ロ
(
中
等
品
砂
糖
)
を
作
っ

て
成
功
し
犬
侍
統
夜
ど
79
あ
ヵ
､
そ
の
後
も
早
作
ら
の
技
術
を
有
っ
た
土
佐
人
が
入
っ
て
､
砂
丘
地
の
開
塾
を
行
ふ

と
共
は
そ
の
技
術
を
樽

へ
p
ま
ね

1
万
千
切
大
赦
の
本
場
で
あ
る
愛
知
腺
か
ら
の
移
民
が
入
っ
て

(移
民
は
斯
ほ
て

招
致
す
る
pJ
と
も
あ
ヵ
'
ま
ね
自
然
の
も
の
も
あ
る
､
大
正
九
年
頃
よ
-
件
に
多
-
在
っ
た
)
砂
丘
地
の
開
塾
を
行

以
尾
張
大
我
の
栽
培
を
数

へ
カ
の
で
あ
る
'
前
述
の
如
-
p
南
瓜
と
大
赦
と
が
そ
の
主
夜
作
物
で
あ
る
が
､
今
や
前

シ
ンパク

ク
ロ

者
は
京
阪
紳
地
方
は
勿
論
.
東
京

｡
仙
姦
方
面
ほ
ま
で
進
出
し
､
岡
山

鼻

白

南
瓜
及
び
之
よ
カ
藍
に
優
秀
を
千
葉

鼎

カ
ハ

皮
南
瓜
が
産
出
せ
ら
れ
る
ほ
至
少
'
所
も
此
等
は
土
佐
も
の
よ
少
1
週
間
ば
か
与
も
早
-
出
廻
る
幽
係
上
､
甚
だ
有

利
で
あ
-,h
t
大
赦
も
今
や
尾
張
の
そ
れ
に
対
抗
し
､
殊
は
北
九
州
か
ら
満
鮮
地
方
に
封
し
て
は
優
位
の
地
利
を
占
め

て
ゐ
る
､
洗
水
は
朝
夕
井
戸
水
を
利
用
す
る
を
以
て
足
み
る
､
と
冨
ふ
｡

然
ら
ば
土
佐
人
は
今
此
の
地
は
於

い
て
如
何
に
活
動
し
て
ゐ
る
か
｡
叉
そ
の
移
住
の
敬
展
は
如
何
で
あ
っ
た
か
｡

rJ
れ
を
皆
地
衣
任
の
土
佐
人
は
聴
い
て
見
よ
う
｡
今
よ
少
約
十
年
前
土
佐
よ
少
凍
み
､
茄
子
･胡
瓜
･閣
瓜
等
の
促
成

栽
培
を
試
み

一
年
成
功
し
昭
和
二
年
そ
の
作
物
を
京
阪
地
方
ほ
ま
で
迭
つ
ね
が
'

一
朝
暴
風
の
力
め
頓
挫
を
凍
し
今

は
沿
岸
漁
業
に
珊
伏
し
て
ゐ
る
と
云
ふ

一
土
佐
人
は
語
る
の
で
あ
る
｡

明
治
四
十
二
年
故
済
口
雄
華
氏
が
大
阪
鰻
重
田
園
長
時
代
土
佐
に
於
け
る
磯
田
は
廃
止
せ
ら
れ
､
海
岸
地
方
民
は

四
乃
至
五
官
園
の
蹄
償
金
教
程
'
希
荒
並
び
に
廿
蒲
の
栽
培
に
夏
生
す
る
こ
と
と
な
っ
た
が
.
大
戦
以
凍
盛
潟
に
於

け
る
促
成
栽
培
(
胡
瓜
･茄
子
｡酉
瓜
･
ト
マ
ト
等
の
)が
盛
と
夜
-
'

一
時
胡
瓜
が
敦
賀
か
ら
火
･土
曜
両
日
の
定
期
船

に
よ
-
浦
潮
方
面
ほ
ま
で
締
出
せ
ら
れ
た
-
ら
ゐ
で
あ
･Jl
t
非
常
の
収
益
を
程
､
貧
民
階
級
も
中
産
階
級
と
在
-
､



堀
端
各
村
と
も
f
ノ
手
は
共
同
井
月
を
有
す
る
は
過
ぎ
な
か
っ
た
も
の
が
､
今
や
各
月
に
井
戸
を
掘
る

(
一
個
酌
甘

岡
を
質
す
る
)
に
車
力
P
高
知
膳
金
瓶
岸
地
方
で
年
簡
八
田
苗
圃
に
蔑
す
る
促
成
栽
培
物
を
出
し
､
従
来
の
附
岸
航

∫

路
に
よ
ら
ず
直
接
大
阪
は
輪
迭
す
る
は
至
つ
ね
が
.
後
漸
-
他
腺
の
競
蔀
が
始
ま
タ
､
南
瓜
で
は
恋
は
宮
崎
煤
に
魔

倒
せ
ら
れ
る
に
歪
み
､
高
知
膳
よ
-
宮
崎
堀

へ
の
移
民
数
見
る
に
至
っ
た
'
以
前
は
裸

一
貫
の
移
民
が
多
-
中
に
は

数
十
常
の
産
を
覆
す
も
の
も
あ
つ
ね
が
､
現
今
で
は
数
寓
の
資
本
を
有
ち
凍
る
も
の
も
多
-
な
っ
た
'
興
味
あ
る
rJ

と
に
､
日
向
人
は
ブ
ラ
F,,h
γ
｡
溝
洲
等
ほ
出
稼
L
t
土
佐
人
は
日
向
に
凍
る
の
で
あ
る

(
好
捕
糠
は
移
民
招
致
を
や

る
の
で
あ
る
が
.
土
佐
の
=移
民
は
多
-
は
個
人
個
人
で
衆
ら
永
住
的
と
な
っ
て
兼
ね
)､
日
本
で
は
北
海
道
と
宮
臓
堀

と
が
移
民
に
封
す
る
岡
焼
補
助
を
有
す
る
の
で
あ
わ
､
家
屋
の
建
築
を
行

へ
ば
金
建
築
費
の
四
割

(
l
家
族
約
四
〇

〇
固
)の
補
助
を
受
け
る
こ
と
が
出
凍
る
､
土
佐
移
民
部
落
の
代
表
的
夜
も
の
は
金
吹
山
の
如

き
も
の
で
(前
記
新
関

の
記
事
と
若
干
の
利
運
が
あ
る
)
こ
れ
は
十
数
年
前
よ
-
促
成
栽
培
を
目
的
と
す
る
高
知
傭
人
の
部
落
で
あ
る

(蘇

江
･･農
場
の
粒
憩
は
東
京
基
氏
の
出
資
は
よ
る
と
か
)
と
言
ふ
｡
因
み
に
此
の
話
者
は
日
下
沿
岸
漁
業
に
雌
伏
甲
で
あ

る
乙
と
前
記
の
如
-
で

あ

る
が
､

何
人
か
の
漁
夫
を
使
役
し
十

一
月
末
よ
-
四
月
下
旬
ま
で
の
漁
獲
期
に
サ

ご
フ

(
三
才
以
上
の
も
の

)･サ
ゴ
シ

(
二
才
以
下
の
79
の

)･チ
ダ
ヒ
｡
ア
デ
･
カ
マ
ス
等
を
汽
車
健
に
よ
上
月
･阪
･醐
殊
に

大
阪
中
英
市
場
は
選
る
と
言
ふ
｡

最
後
に
督
地
方
海
岸
砂
丘
地
域
の
原
始
紫
観
に
就

い
て
遊
べ
皮

い
が
'
こ
れ
に
就

い
て
は
今
日
明
確
に
は
何
事
を

も
語
り
種
な

い
と

言

ふ
の
外
在

い
｡
原
始
景
観
は
就

い
て
何
事
か
を
察
知
し
程
る
蚤
要
家
事
組
み
は
､
先
史
時
代
遇

蹟
並
び
に
遺
物
で
あ
る
rJ
と
多
言
を
要
し
在

い
が
'
現
在
は
於
け
る
此
の
方
面
の
材
料
は
な
ほ
甚

だ不
充
分
で
あ
る
｡

替
地
方
海
洋
先
史
時
代
遺
損
は
就

い
て
は
､
筆
者
も
貸
地
踏
査
中
朝
皆
様
意
を
以
て
観
察
し
た
の
で
あ
る
が
､
匁

日
向
尉
梅
坪
砂
丘
地
域
の
研
究

天九

四
七



地

球

壁

宇

四
谷

節
四
的

克
O

由

A

時
日
の
踏
査
に
於

い
て
は
殆
尤
ど
何
等
獲
る
所
が
な
か
つ
莞

殊
に
秒
丘
中
の
遺
蹟
ら
し
い
79
の
は
何
等
磯
風
す
る

FJ
と
が
出
殊
を
か
っ
た
｡
併
し
を
が
ら
常
地
方
海
岸
砂
丘
地
域
が
莞

…先
史
時
代
遺
政
を
映
-
と
速
断
す
る
乙
と
は

用
苦

い
や
う
で
あ
る
｡
宮
崎
和
宮
徴
育
種
所
蔵
の
左
の
如

き
遺
物
は
営
地
方
海
岸
地
域
に
於
け
る
先
史
時
代
遊
戯

の
存
在
を
物
語
る
や
う
で
あ
る
｡

ホ
ジ
ユア
ン

機
材
字
保

語

庵

同
村
軍
産
母

任
首
相
学
芳
士

僻
蕉
式
土
器
(新
ら
し
)

同同

同
相
字
山
崎

同
相
争
中
原

大
宮
村
草
押
角

滞
生
武
士
瀬

同純
紋
土
器

赤
江
村
学
於
崎

有
紋
士
禦

一
個
､
疑
は
し
)

任
吉
村
学
歴
賂
晦
禦

歌
津
華
氏
謄
見
)

禰
生
式
土
器
(
紺
の
完
形
晶
)

慮
村
字
江
田

石
斧
(
石
棒
戚
)
霜

同
柑
字
下
江
m
(
中
原
新

一
氏
磯
見
)膳
製
石
鰻
四
佃

:
:.:,''.州.I,.':
I
-I,.,I
....
.

:
:
.:
:.I
:.''

'.
I

.

..''
=.'''..;'
2'

1

1
'=
.I

荷
'
宮
崎
腺
史
政
調
奪
主
事
瀬
之
口
俸
九
郎
氏
の
直
話
は
よ
れ
ば
､
乙
名
牟
悶
(
山
崎
の
南
方
)
の
田
圃
中
吉

膳

製
石
斧

霜

と
瀬
鐘
式
土
葬
破
片
と
を
出
だ
し
,
-

産
母
帥
敢
境
内
及
び
海
岸
か
ら
珊
生
式
及
び
税
部
式
土
器
を

出
だ
し
ね
と
の
こ
と
で
あ
わ
七
品

の
空
地
倦
説
と
史
蹟
,
(宮
崎
聯
･
昭
和
九
年
)
四
八
貫
に
は

1
幣

梓
の
も
と
の

穏
和
に
は
'
北
方
･.d

田か
ら
新
別
府
の
あ
た
与
十
故
買

壇
を
見
る
べ
-
｣

と
の
記
事
が
あ
カ
ー
美

甘
-
故
坪
井

正
五
郎
博
士
が
入
梅
撃
難
詰
第
十
四
巷
､
第
百
五
十
八
舵
は
石
器
磯
風
地
名

表
を
掲
げ
ら
れ
た
中
に
,
宮
崎
郡
､
島

へ
キ

ノ
内

･
芳
士

･
折
壁
や

庶
潮
I
見
湯
郡
､
日
間
な
ど
の
名
が
見
え
､
ま
た
=
本
石
器
時
代
遺
物
鎗
見
地
名
盤
第
五



版

は
､
･1.=･;
崎

郡

､
村

角

寧

高
屋

(
石
鵜
川)
･
崩

御

村

大

学
戯

湘

(
石
恕
仰
)
･
任

官

村

大

学

島

之
内

(
士
苓

･
石
斧

)･労
ii

(
石
器

)･
膏

島
村

大
学

折
生

迫

(
石
器

)
､
見

湯

郡
富

田
村

大

字

日
置

寧
今

別

府

(
打

石
斧

｡
膳

石
斧

)
等

の
地
名

が

見

え
'

同

迫

補

1
ほ
'

宮

崎

郡

亜
村

字

浮

ノ
城

(
膳

石
斧

｡
斬

珪

式

土

器

)
の
名
が

見

え

る
か
ら

.
督

地
鯨

岸

砂

丘

中

に

先

史

時

代

遺

蹟
が

全
敗

存

在

し
覆

い
と

す

る

の

は
早
計

で
あ

る

の
み

在
ら

ず

､
常

地
方

に
於

い
て

は
海

岸

砂

丘
地
域

中

に
も

恐
ら

-
先

史

時

代
遺

鴎

は
春

す

る
も

の
と

考

へ
ら

れ
､

賂
衆

に
於

け

る

そ

の
確
賓

を

遠

戚

の
発

見

は
'
普

地

方
梅

岸

砂

丘

地
域

の
案

外

古

-
､

且

つ
そ

の
砂

丘
が

既

に
早

-

よ

ら
固

定

せ
ら

れ

て

ゐ
ね

こ
と

を
簡

明
す

る
は
至

る

も

の
と
察

せ
ら

れ

る
｡

(
昭
利
十
年
七
月
十
二
日
約
7
)

附
託

不
研
究
は
仰
閥
鍵
士
院
の
祁
助
に
負
ふ
と
こ

ろ
が
甚
大
で
あ
る
｡
釣
記
し
て
犀
-
感
謝
の
潜
を
塞
す
る
じ
ま
た
封
幡
嚇
耕
地
離
日ー
間
俊

一
'

同
前
耕
地
湖
底
林
逝
士
､
同
比
机
訓
牢
記
朝
敵
之
n
倖

九
郎
､
宮
崎
嚇
立
陶
沓
館
長
常
山
減
六
､
婁
中
興
校
長
松
本
脚
の
柵
代
か
ら
ほ
多
大
の
御
示
教

を
恭
-
L
t
ま
た
臨
地
調
光
に
解
っ
て
は
一
々
氏
名
を
御
聞
き
し
な
か
つ
た
魂
多
の
人
士
か
ら
数
多
の
御
教
示
を
賜
っ
た
O
誠
に
誰
ん
で
探
謝
の
意
を

寂
し
庇
い
｡

証
(1
)
日
向
見

聞
錬

(
何
時
蝦
立
樹
沓
仲
裁
本
)
に

イ
タ
ル

神
崎
州
批

折
淡
泊
ノ
鵬
ヨ
リ
1
町
倣
ヲ
去
テ
海
中
FJ

鴫
ア
リ
平
日
ハ
払
沖
fL
ア
ラ
サ
レ
バ

測

コ

ト
ア
ク
ハ
ズ
私
春
三
月
十
五
六
日
的
琉
卜
島
ド

ク
ツ

ヅ
ク

ノ
間
組
水
論
ク
干
柵
テ
朔
女
鹿

ヲ

蔚

テ
帝
粘
rF
.FT:
ル
コ

ト
ヲ
相
田
テ
妃
衆
評
縫
ノ
者
如
i
林

と
あ
り
P
日
向
地
誌
'
ニ
<
三
界
(
771向
地
誌
刊
行
骨
刊
本
)
に

鮮

･托

尖
り
･;IS
ヨ
リ
二
三
町
離
テ
描
小
rE
浮
出
タ
ル
カ
如
キ
小
鳥
ナ
リ
潮
退
キ
シ
時
ハ
足
ヲ
粥
サ
ス

シ
テ
男
ル
ベ
ン

と
あ
る
｡

証
(2
)
日
向
地
誌
'
二
八
二
試
､
折
生
迫
相
の
候
に

ト
カ‖ノ

尖

拭

松
林

本
村
(
小
牧
純
､
折
淡
泊
村
)
ノ
北
尖
リ
ノ
描
･.g
(
小
牧
靴
'
蘭
島
ノ
田
方
)
FL
辿
ナ
ル
米
田
幅
平
均
何
十
閃
南
北
長
凡
十
三
町
本
数
群

日
向
脚
陥
搾
砂
丘
地
域
の
研
究

克

7

田
九



地

球

妨
二
十
的
怨

節

四

総

元
二

五

〇

ナ
ラ
ス
閏
二
三
八
ヨ

リ
四
五
尺

zL
至
ル
民
村

と
あ
る
｡

証
(3
)
日
向
地
誌
､
二
六
六
試
､
熊
野
村

の
健
に

正
鎚
寺
内
以

木
北
川
ノ
水
洗

こ
ア
リ
斑
文
二
年
壬
･附=
九
月
十
九
日
ノ
脂
縦

二
桁
テ
拓
ト
ナ
リ
シ
ヲ
草
保
中
之
ヲ
琴

ア
眼
内

工
新
山
ヲ
開
ク
院
米

四
八
町
高
大
尺
数
入
間
鴇
些

二
制
水
門
二
ヶ
所
修
純
甘
批

正
粘
寺
外
院

内
捉
ノ
外

Fl
ア
リ
束
四
十
五
町
僚
文
政
ノ
頃
基
ク
桝
ナ
リ
限
数
十
開
高

1
丈
飴
鵜
胴
三
拝司
虚

々

rr税
盤
ノ
篠
揚
ア
リ
水
門
三
ヶ
所

修
純
曾

我

と
あ
り
'
悪
文

の
地
18.4
に
よ
る
地
盤
に
つ
い
て
は
､
同
音
二
七
三
茄
に

加
江
E:rI
村

盟
空

売

壬
茄
九
月
十
九
日
ノ
鵬
撃

J
T
加
江
川
ヨ
リ
本
郷

二
重
ル
マ
テ
ノ
地
過
中
桁
テ
鴨
ト
ナ
ル
共
用
図
七
望

二
十
五
町
Ef
畑
高

ー
,一ー
コ
ロ

八
千
五
官
石
僚

二
及

(
〟
_-･-
こ
戯

甲

-
tl.lJ
平
地
ナ
ト
ア
-
帝
粍
卜
湘
軍

ア
氷

,l
米
川
セ
シ
所

ナ
リ
上

武
ヒ
停

フ

楠
三
番

】
軒
巡
謂
記Tt
T芸

熊

野
誉

器

-

サ
シ
-
云
所
ヲ
(
始
端

朋
"
駅

㍑

詰

寄
)
響

ケ
ル
こ
入
梅
蹴
ク
空

タ
-
警

警

テ
ハ
-
ソ
ー･
コ
p
-
云
村
ア
-

シ
カ
,L
モ
大
地
成

F'
沖
放
水
リ
テ
今

ハ
入
江

-1
成
ク
リ
ト
甲

ア
初
潮

こ
･1
ン
ト
コ
P
ピ
テ
家

モ
ナ
シ
ト
云
々

孜

ス
ル
三
二
番
ガ
此
地
ヲ
由
布

セ

シ
ハ
進
撃

二
年
乙
卯
九
月
十
七
円
ナ
リ

凝
孝

養

ノ
地
褒

ヨ
リ
僻

三
十
四
年
ヲ
鯉
今

ノ
正
弘
寺
院

ハ
未
ダ
粟

カ
ス
木

花
山
ノ
焚

マ
テ
潜

1
両
ノ
潤

猫
ナ

リ
故

三
石
餌

と
言

っ
て
ゐ
る
｡

詫
(4
)
骨
山
寺

の
波
に
就

い
て
は
'
日
向
地
龍
'
二
六
五
貫
に

鵜
ノ
木
岐

本
村
(
小
牧
訊
､
熊
野
村
)
m
リ
加
江
附
村

二
重
ル
木
幡
川
加
江
関
川
相
骨

ス
ル
析

fE
ア
リ
渡
船

t
般

ア
リ

と
あ
り
､
ま
た
同
省

二
七
六
芥
､
加
江
川
村

の
樵
に

曾
山
寺
披

即
チ
鵜

ノ
木
波
熊
野
村

ノ
部

Ir
詐
ナ
リ
渡
船
二
般
ア
リ

と
あ
る
O
脚
み
に
此
の
附
近
の
水
田
に
は
相
応

｡
響

紺
な
ど
hlJ座
し
､
ま
た
海
鮮

に
は
親
船
が
行
は
れ
た
ら
し
-
毒

筆

〓
ハ
八
茂
に

熊
野
村
仲
産

醍
三
甘
雌

鮒
二
千
尾

鮒
兇

一
端
指

紋
二
甘
拭
匁

海
老

鮒

験
蛤

ノ
如

モ
亦
多

シ

蛸
淡
四
十
石

段
五
十
石

と
あ
り
､
ま
た
阿
辞
二
七
九
許

に

伽
.江
川
村
物
姥

紺
二
千
‥柑

鮒
妃
一
概
=相

川

竺
二
十
仰Tr
iq
匁

紙料
鮒
ノ
耕
多

シ



と
あ
る
0

誌
(5
〕
日
向
地
誌
､
二
六
五
賢
に

木
崎

川

･:=･.7幡
即
納
拭
川
ノ
下
流

本
村
(
小
牧
靴
､
熊
野
村
)
ノ
光
北
郎
ヲ
練
り
鵜
ノ
ホ

IL
重
り
加
江
Ⅲ
川
卜
州
骨

シ
テ
侭

lf
入
ル

と
あ
る
｡

託
す

)
日
向
地
龍
､
二
六
二
穴
に

郡
司
分
村
物
産

鰻
大
官
TiLl
q
匁

泊
老
鮒
ノ
籾
紬
チ
多
シ

と
あ
る
｡

註
(7
)
日
向
地
蕊
､
二
五
九
-

二
六
〇
京
'
郡
司
分
村

の
侭
に

カ
ヰ

縦
波
ノ
地

ハ
木
幡
川

ヨ
リ
川
密
封
マ
テ
南
北
二
Id
i
,f
宜
-
テ
潮
汐
赤
批
J
桝
ア
リ
盈

ヲ

嘱

脱

卜
云

地
文
二
年
壬
坑
九
月
十
九
日
ノ
地
袋

二
桁
チ

滑
泊
ト
ナ
-
シ
ヲ
後
年
此
ハ
H
If
桃
馳
ヲ
基
テ
水
門
ヲ
設
ケ
桝
汐
ヲ
泡
シ
共
和
仙
ヲ
水

川
ト
ナ
ス

漸
次

,[
地
蜘
ル
FL
際
ヒ
又
北
ハ外

二
流
陀
ヲ
架
キ

今

ハ
故
阻
新
睨
ア
リ
此
ノ

湖
肪
大
棚

fE
ハ
幅
十
川
尤
刷
ノ
川
･1
ナ
ル
眺
水
ノ
時

ハ
耐

ハ
柿
武
川

北
如
江
川
卜
州
泡

シ
テ

1
川
ト
ナ
リ
相
即
水

rT
泣

ス
数
日
二
及
ヒ
岬
々
水
%
=
ヲ
槻
ル
∬
北
ハ氷
淋

二
榔
ス
ル
ヲ
以
テ
湖
モ
ス
レ
ハ
桝
凧
ノ
鞍
ヲ
熟
カ
レ
ス

と
あ
り
､
叉
同
法
二
六

1
計
に

内
塀
鵬
故
船

堀
脱

Fr
ア
-
氷
西
長
的
町
詐
術
北
附
八
榊
;L･ri
九
八
水
門
flLj.ケ
桝
修
純
甘
封

外
蛸
脱
新
捉

鋼
船

ニ
ア
-
加
西
長
二
町
許
幅
八
問
満
六
八
水
門
六
ヶ
所
修
納
骨
射

と
あ
る
｡
凹
み
に
光
丈
の
地
.鎚
に
ょ
る
地
録
に
つ
い
て
は
靴
3
盲

参
糊
す
べ
-
'
叉
'
;L的
鍋
謙
､
裸
出
備
考
､
十

.1
'
娃
陵
他
紙
怨
之
ニ
(
宮
崎
噺

i血
相
誹
紺
減
本
)
に

光
文
二
中
手
拭
九
月
日
向
捌
中
火
地
震
ナ
リ
申
こ
モ

･:=･=
略
那
珂
ノ
粥
邦
甚
タ
シ
ク
山
脇

レ
谷
桃

レ
民
尿
ノ
破
損

ハ
以
ヲ
知
ラ
ス
粘
滋
ノ
Ⅲ
損
梅
ト

ナ
ル
コ
ト
凡
七
八
千
石

FJ
僚

レ
リ
骨

二
捌

ノ
清
二
山村
蚊

ヲ
滴

ス
艇
地
銀
後

ハ
山村
孤
ニ
ー唱
八
払
底

三
水
リ
コ
レ
ヲ
以
兄
レ
ハ
地
ノ
肺

ル
コ
ト
三
伯
尺

飴
ナ
ル
へ
シ
前
代
米
州
ノ
大
典
小火
ナ
リ

と
あ
-
､
日
向
基
紀
'
怨
十
六
㌧

一
二
I

一
三

丁
(肌
約
十
八
咋
刊
本
)
に

日
向
関
大
埴
鎚
ノ
祁

光
些

i咋
某
紙
九
月

十
九
日
ノ
准
ナ
ノ
別
日
向
ノ
団
地
火

工
賃

シ
且
ツ
津
淑
伐
二

木
リ
テ
那
珂
那
ノ
内
下
加
江
田
本
郷
所
=

ナ
･t

ト
′
下
T]Z1

々
ノ
地

(
故
老

ノ
訴

三
和
托

北

淡

二
川
シ
村
七
ツ
腿

桝

村

･Th
卜
云

ヘ
ル
桝
ア
リ
シ
カ
ト
モ
光
文
ノ
地
謡
二

階
テ
脂
-
成

レ
リ
ト
今
凝
丈
以
前
ノ

日
向
樹
脂
相
砂
丘
地
域
の
研
究

克
.ttI

五
-



地

球

節
二
十
E
E令

姉

凹

批

完

四

空

i

検
地
鵬
ヲ
偶

ス
ル
こ
畔
上
加
江
川
村
下
加
江
日
付
本
郷
郡
司
分
村
本
郷
南
ガ
柑
本
郷
北
方
村
等

ノ
村
名
ア
ル
イ
,,､

サ
レ
ハ
肝
謂
七
十
村

ハ
下
加

江
川
及
ヒ
本
郷
ノ
内

'r
ア
ル
小
幅
ノ
名
ナ
ル
へ
シ
)
轡

ア
梅
ト
ナ
ル
コ
ト
川
図
七
里

二
十
;<
町

円
価
八
千
尤
甘
石
僚

二

FE
八
千
石
偽

'T
作

ル

ヅ
プ
レ

洪
シ
北
完

敗

ヲ
握

ル
糊
或

ハ
五
首
ノ
牛

ヲ
此
セ
シ

撤

)

こ
及
ヒ
米
警

手

三
宵
五
十
石
飴
地
先
ア
リ

統

家

千
二
甘
十
二
着

′
内
借
テ
撃

夫

〟

モ
ノ
ニ
諾

十
六
戸
莞

警

千
三
莞

十
八
=
ノ
内
軸
軍

票

話

芸

こ
及

ヘ
リ
(
遥

)
誠

言

今
未
宕

ノ
大
望

｡
(
抑
舶
批
)

と
あ
り
､
伏
土
原
地
震
張
紙
(
赤
江
町
郷
土
史
調
査
部
､
う
つ
り
行
-
赤
江
､
昭
利
五
舛
六
月
謄
幻
版
に
よ
る
)
に

光
文
二
年
九
月
十
九
旦
促
大
地
成
あ
り
伊
水
代
内
木
郷

の
1
来
所
目
地
九
千
石
括
り
沈
め
脂
と
な
る
典

の
村
々
の
人
家
犀
故

の
岡
ひ
竹
木
ま
で
拭

リ
沈
め
木
も
竹
も
桃
も
拍
車
よ
り
立
て
リ
人
は
氏
伸
ひ
に
て
上
り
串
ひ
に
死
人
少
な
し
彼

の

l
水
餅
は
仝
-
入

梅
と
な
る
魚
も
多
-
入
り
込
め
と

も
家
の
杜
や
竹
木
沈
み
克
ち
て
細
を
下
す
こ
と
叶
は
ず
辰
巳
午
来
り-~
田

の
方
は
仰
米
価
に
て
地
謡
滋
も
大
潮
拭
な
-
伐
老
子
血
筋
卯

の
方
は
佐
土

塀
紙
に
て
此
は
小
潮
ぎ
な
り

と
あ
り
'
日
向

の
兜
地
付
設
と
出
航
(
昭
利
九
年
刊
)
四
四
hJ
に

小
戸
棚
批

元
大
粒
川
日
の
下

別
:i苗

に
航
純
あ
り
｡
釣
る
に
鬼
婆

1%

の
褒
淡
に
ょ
-
下
別
肺
部
拓
は
梅
中
に
捜
し
て
其

の
他
を
炎
ひ
･
批
地

批
殿
も
亦
北
ハ
の
郷
に
池

つ
て
附
投
し
た
｡
伐
て
木
靴
を

∵
岬
上
別
府
大
波

の
上
に
奉
超
し
た
｡
今

の
先
山=･=
町
に
典

の
北
が
あ
る
｡
同
三
叫
二

月

期
に
批
地
を
上
野
村

に
築

て
迭
申
し
泣
叫
に
及
ん
だ
が
､
昭
利
八
年

.1
月
･lE:幡
村
内
下
水
排
町
に
移
特
選
匪
せ
ら
れ
た
Q

と
あ
る
｡

註
(8
)
日
向
地
誌
'
二
凹
入
試
､
日
常
村

の
椎
に

胸
璃
松
林

水
撃

青

侍
南
北
凡

這
而

聖

二
･
桝
町
五
段
こ
畝
二
十
渉
木
教
凡
三
lP
.
閃
光
千
林
何
問
二
三
尺

ヨ
リ
空

ハ
尺

工義

ル
拭
布

と
あ
る
｡

畢
9
)
此

の
附
近
水
川
の
緋
瀬
は
舷
非
五
郎
兵
術

の
功
続
に
争

ふ
と
こ
ろ
が
大
で
あ
る
O
五
郎
兵
相

の
事
桃
に
つ
い
て
は
･
日
向
基
記
,
懲
十
六
,
八

丁
に

L7)シ
ナ
ガ

松
非
克
郎
兵
術
は
禦

ポ
切
村

こ
新
酒

ヲ
㌍
ル
耕

描
武
軍
切
村

ノ
新
溝

ハ
松
非
五
郎
兵
術

伐

長

力

工
夫

こ
テ
滋
賀
公
ノ
岬
軍

氷
年
中
新

蒜

リ
シ

仰

ナ
-
(
松
非
家
諮
､
新
酒
碑
釣
'
牧
瀬
訴
)

と
あ
り
'
･.;･･=雌
蝶
誠
折
詰
'
(
火
.T虻
田
非
､
･打
略
解
刊
)
七
二
-
七
五
許
に

松
井
.<
郎
兵
肘
綿
は
依
長
､
耽
肥
浦
の
人
な
-
､
光
永
の
切
伏
肥
倒
描
武
郷
に
･1=-
る
1
給
紙
郷
入
相
村
-=打
切
●
南
方
●
北
方
I
松
久
-
川
津
呼

の
布
部

量

tュ



総
川は
川
地
的
こ
.･:
二
十
二
町
渉
･怜
あ
-
､
蝕
叩る
に
紛
水
不
足
仙
川
に
大
水
を
柑
て
柵
抑
挿
秋
す
る
を
相
る
の
み
､
..ii榔
liL.相
､
･:
ら
仙川
地
を
地
相
藤
山し

評
に
地
勢
を
考

(
､
朔
日
ホ
糊
に
隙
泊
を
穿
ち
帥
武
川
を
引
て
緋
兜
に
伐
せ
ん
こ
と
を
企
つ
､
光
永
十
六
年
十
二
月
工
を
起
す
､
光
跡
兵
村
仲
に

坤
七
十
歳
'
村
拭
苛
ん
で
役
に
絶
ひ
仙
村
亦
氷
て
工
を
助
-
､
速
に
離
-
延
長
二
期
十
五
丁
の
大
水
路
を
壊
⊥
せ
り
'
岬
に
光
永
十
七
年
三
月
な

り
'
斯
-
て
制
水
を
刺
し
新
に
川
目
し
た
る
も
の
亦
四
甘
四
十
五
町
渉
に
連
せ
-
.

と
あ
る
｡
(
此
の
&.ill:
都
は
㌧
H
向
地
誌
､
那
珂
都
祁
託
'
人
佃
の
功
'
〓
ハ
七
I

〓
ハ
八
許
に
考

え
る
松
非
儀
長
五
郎
兵
相
の
苛
税
の
柑
都
と
約
ん
ど

同
株
で
あ
る
)0

註
(lp
)
日
向
地
碓
'

七
㍍
に

赤

江
川

廿

ハ
赤
井

川
･L
モ
云
今
或

ハ
大
粒
川
卜
呼
フ
鮎
決
ノ
勢
ナ
ケ
レ
ハ
下
軸

ハ
砂
棟
軸
組
シ
テ
晦
日
ハ
年
々
揺

シ
今
ノ
妹
江
町
古

ハ
今
ノ
披

ケ
_櫛
町
卜
比
ヒ
シ
カ

兜
永
二
咋
壬
訳
ノ
大
地
.STS
ニ
晦

縦
ノ
辞

ヲ
蒙
リ
シ
ヨ
リ
今
′
地

二
移
セ
リ
ト
聞
伸
フ

と
あ
り
'
同
啓
二
凹
七
試
､
‖
告
村

の
樵
に

り

小
-I

非
法
町

祁
伴

フ
此
町
古

ハ
今
ノ
城
ケ
峰
町
卜
比
ヒ
沸
江
川
ノ
滴
樟

Jr
ア
リ
シ
カ
兜
光
二
舛
壬
餌
ノ
大
地
訟

II
縦

裕

ノ

舗

ヲ
架
ワ
シ
ヨ
リ
此
地

Ir

移
セ
-
ト

と

あ
る
｡

註
(ll
)
日
向
地
誌
､
二
三
五
試
､
蜜
柑
の
侭
に

松
熊
酬
批

村
政

誹
冊
二
帝
政
ヒ
速
秋
沖
藩
命
ヲ
舘

ル
背
名
袷
鶴
大
別
糾
卜
云
肌
給
田
咋
坪
米
今
ノ
省

三
改
ム

例
祭
三
月
十
三
日

と
あ
る
｡

証
(1
)
日
向
地
誌
'
二
二
八
訳
に

江
川
付
物
箆

鮒
三
首
尾

鰻
十
五
姓
匁

鮒
光
祐

川

粘
老

北

斗

蛇
北
斗

と
あ
り
'
同
額
二
三

一
訳
に

新
別
僻
村
物
維

相
見
五
千
指

紋
十
∬
匁

鮒
三
緒

川
陥
老
尤
斗

蛇
五
斗

と
あ
り
､
同
辞
二
三
五
:･E
に

ii=
村
物

産

柵
五
千
托

淵

兄

1
i:{

畑

地
千
五
甘
封
匁

批
正
十
指

蛤
五
官
柁

畑

山
前

川
雌
蕊
斗

と
あ

る

O日
向
的
梅
;a:砂
丘
地
域
の
桝
究

二九..i



拙

攻

読
(TICC
)
日
向
地
誌
､

二
三
一
茶
に

第
二
十
四
谷

筋
鞘
娩

克

六

五
四

村
祉

本
村
(
小
牧
靴
'
新
別
酔
村
)
ノ
耽
油
紙
J
松
林
中

こ
ア
リ

倉
和
魂
命
ヲ
祭

ル

例
祭
十
月
十
四
日

と
あ
り
､
日
向
の
盟
地
伸
祝
と
史
鵬
に
は

】
ツ
非
を
仰
鐸
珊
辞
筑
紫
日
向
の
小
戸

の
楠
の
阿
蚊
帳
流
に
政
枕
絵
ひ
し
侍
誰
地
と
な
し
､
こ
の
指
揮
地

方
を
今
も
帖
と
首
ふ
(今
､
･:=･1時
市
部
別
船
町
の
う
ち

)

と
し
て
ゐ
る
O

詫
(1
)
約
8
本
後
縦
谷
六
に

水
利
四
年
八
月
壬
辰
朔
日
内
閲
宮
崎
那
江
円
帥
預
.]甘
批
,

と
あ
り
､
三
代
･:･=
鉄
塔

一
に

大
安
二
舛
十
月
骨
二
日
己
四
枚
二
日
内
閲
維
光
位
上
江
m
細
粒
四
位
下
.

と
あ
-
､
延
書
式
､
怨
十
へ
帥
机
下
に

･:=･=
幡
珊

一
･E
小

江
m
榊
靴

と
あ
り
'
知
名
抄
九
に
宮
埴
郡
江
川
郷
が
見
え
る
｡
日
向
見

開
糠
に
は

江
川
ノ
紳
批

:JJ
;
村
之
紳
批

ハ
式
内
乱
也
臆
庶
位
曽
大

明
紳
卜
雛

ス
併
祭
之
紳

ハ
底
筒
男
命
中
侍
胡
命
菜
館
朋
命
也

1
啓

三
試
八
十
純
粋
日

榔
紳
柾
目
榊
ヲ
祭
ル
ト
云
亦
赴
伊
非
誰
串
杷
城
中
ッ
潮

.r
テ
此
奴
ス
ル
頗

FL
シ
テ
九
帥
同
性

ナ
リ
ト
イ

へ
ト
モ

催
告
大
柳
卜
桝

ス
ル
時

ハ
表
底
中

ノ
三
榊

二
限
ル
召
ナ
レ
ハ
一
番

ノ

訟

ハ
如
何
侍
ラ
ン
乎

と
な
L
t
日

向
地
*'･.A;
二
二
<
京
に
は

江
川
帥
祉

櫛
批

本
村
(
小
牧
許
'
江
日
付
)
ノ
氷
北
隅
産
伸

Il
ア
-
松
林
申

工
鎖
床

ス
故

.E
土
人
摩
砕
糾
批
ト
モ
呼
フ
袈
侍
男
命
底
侍
男
命
ヲ

祭

ル

日
向
開
式
内
周
煉
ノ
一
ナ
少

と
し
て
ゐ
る
｡
阿
披
岐
脱
に
就

い
て
は
日
向
見
開
錐
に

i
ツ
ノ
七

舷
些

二
瀬

1i
i;
老
伸

へ
云
編
成
ノ
三

淋

川

頗
′
三
琳
卜
云
フ
コ
ト
ア
リ

光
ツ
梅
原
ノ
三
瀬
ト

ハ
擬
格
付
位
曽
大
明
紳

ノ
神
ヲ
上
潮
卜
云
托
関
村

江
川
帥
批
ノ
沖
ヲ
日1
漸
･1
云
下
別
縦
材
ノ
沖
ヲ
下
淑
卜
云
也

(
下
略
)

と
あ
り
､
日
向
地
誌
､
二

山
田
TG
に

臆
脱
三
醐

樽
城
ノ
地
繍
瀦
紛
転
ナ
レ
ド
モ
土
人
ノ
i;
ク
伸
フ
ル
桝
ヲ
以
テ
ス
レ
バ
本
村

(
小
牧
託
'
兜
地
相
)
ヨ
リ
耐
台
村

1L
王
ル
マ
テ
ノ
梅

上
ナ
-
日
向
供
述
見
附
肘
云
故
老
州
伸
フ
ル
訟

二
梅

原
ノ
三
淑

川
原
ノ
三
淑
卜
云

n
･1
ア
リ
梅
城
ノ
三
淑
ト
ハ
臓
地
相
大
桐
紳
ノ
沖
ヲ
上
ノ
淑
-

t
毒

･lt川甘▲t一ltlTI一



云
ヒ
江
川
榊
靴
ノ
帥
ヲ
巾
ノ
槻
卜
云
ヒ
下
別
僻
村
ノ
紳
ヲ
下
ノ
淑
卜

云

と
あ
る
｡

註
(15
)
日
向
地
誌
'
二
二
八
試
'
虹
川
村
の
低
に

～-

イ
人ソ

御

地

産
撒
布-I.
批
ノ
東
北
四
五
町
悔
噴
卒
沙
ノ
中

エ
ア
リ
其
形
長
ク
シ
テ
的
問
ナ
リ
組
四
十
間
締
十
五
間
探

l
仏

工
過
ス
典
水
練
幣

,Z
シ
テ

1
頗
塊
ナ
シ
梅
水
卜
北
ハ
エ
描
洞
ア
-
帽
シ
テ
蒐
モ
脱
気
ナ
シ
亦
一
寄
池
ナ
リ
此
ハ産
佃
納
札
ノ
州

.L
ア
ル
ヲ
以
テ
今
J
名
ア
リ
池
水
小
魚
多

シ
土
人

之
ヲ
払

ス
レ
ハ
雛
規
ア
リ
ト
テ
敢
テ
馳
セ
ス

と
あ
る
の
は

之
れ

に
常
る
で
あ
ら
う
｡

註
(1
)
日
向
地
誰
､
二

1
0
許
､
臨
ノ
内
村

の
健
に

長

池

氷
四

一
町
立
間
南
北
五
町
十
二
間
総
六
七
八
凡
十
三
町

と
あ
り
､
岡
辞
､
二
〇
九
試
､
同
位
ノ
内
村

の
保
に

.グ

～･

長

池

溝

長
池

ヨ
リ
起
り
牧
懸

IT
苧

ア
二
次

二
分
ル
一
派
ハ
北

.I
統
レ

非

炎

庶
池

.(
入
ル
長
十
町
許
幅
1fl尺
円
凡
十
町
ノ
鵜
概

rT
供
ス

と
あ
る
｡

証
へ17
)
日
向
地
誌
'
二

一
四
:･E
に

ヽ

ヽ

ソ
コ
ツ

ウ
ハ

住
吉
納
札

肘
枕

本
村
(
小
牧
計
､
腰

地

村
)
ノ
脂
溶
松
林
番
轍
中
FJ
鉄
雄
ス

底

備

胡
ノ
命
中
筒
男
命

衷

僻

男
命
三
枚
ヲ
祭

ル
例
祭
九
月
十
三
日

と
あ
る
｡

託
(1
)
舛
肺
臓
端
折
誌
､
六
七
-

六
八
貫
に

長
次
*
次
郎
は
革

氷
五
年
八
月
宮
崎
部
位
台
村
大
字
鞄
路
に
生
る
'
(
中
略
)或
は
甘
藷

の
栽
培
を
城
に
し
て
凝
旅
館
の
腐
衝
を
噛
き
し
め
或
は
抑

柄
兆
瓜
の
北
椴
を
墳
捌
し
､
或
は
海
域
の
松
林
に
遊
離
窯
素
を
利
州
し
て
立
科
植
物
の
捕
縄
を
企
つ
る
等
鉦
窓
雛
産

の
方
法
を
指
示
寮
行
せ
し
め

(
中
略
)
却
舛
(小
牧

誹
､
明
堕

二
十
六
叫
)
に
は
長
植
苗

替

次
席
の
三
字
に
開
和
姦

響

排
水
の
エ
番
を
施
し
て
良
江~
九
町
正
圧
偽
を
梓
た
り
.

と
あ
る
｡

註
(19
)
日
向
地
舐
'
≡

ニ
ー
三
川
武
に

村

角

相

関
村
中
地
砂
土
舵
煉

こ
シ
テ
髄
論

ナ
シ
髄
節t
′
傍
幽
々
三
日
松
林
多

シ
水
利

ハ
便
ナ
ラ
ス
串
歳

lZ
ハ
必
ス

背

ム

と
あ
る
か
ら
､
別
怜
初
年
切
此
の
附
近
に
松
の
植
栽
が
布
ほ
れ
た
こ
と
が
娯
せ
ら
れ
､
ま
た
砂
丘
地
の
排
地

(
の
利
用
が

行
ほ
れ
て
ゐ
た
こ
と
が
知

日
向
牌
脂
樺
砂
丘
地
域
の
研
究

二砦

五
五



拙

攻

節
二
十
四
谷

鉾

田
批

克

八

五

六

ら
れ
る
｡
佃

'
村
内
に
蜘
ん
で
'
日
向
見
開
錐
に

ム
ラ
ス
･J

歪

八
幡

材

忍

仰
祭
之
紳

二

讐

リ
莞

-

暴

八
幡
蒜

-

札
ノ
讐

莞

々
川
豊

山
陵
ア
リ
是

撃

昌

品

ノ
高
層
ノ

ッ

上
陸

蒜

ト
ア
ル
ハ
悪

人
苧

二代
凡昇

-

-

屋
ノ
-

1実

意

祭
批
ノ
-

a
,光
ノ
松
林
ノ
-

行
串
シ
誉

行
Il=･=
桝
ア

リ此

.Tヌイ

イ
ヌ
ヒ
-

ホノスソ
リ
′

禁

上
代
J
責

卜
云
蒜

宵
孟

ル
コ
ト

蒜
倣乾ノ

空
犬ケ城卜孟
ア
リ
赴

レ
狗
人
ノ
隼

,,
誉

虚
也

望火
酢

芳
命
之
莞

去

侍

フ
と
あ

り
.
日
向
地
能
､
三
五
茶
に

村
角
材

酸
基

誉

城
媒

高
謡

警

リ
諾

晶

ル
諒

許
=

申

l妄

り
空

文
-

凡

1
町
要

望

戯
郊
樹
ヲ
莞

と
あ
る
｡

誌
へ20
)
日
向
地
誌
'

一
九
八
許
に

タ
1)lソ

平

良

川

偽
ノ
内
村
卜
本
村
(
小
牧
iF;
,
蒜

河
村
)
ト
ノ
中
間
晶

ル
中
火

ハ
本
村
卜
富

貴

ト
ノ
中
岡
晶

レ
明
紳
山
ノ
北
警

至
ル
下

流
ハ
前
略
川
卜
云
二
準

L
分

レ
一
統

ハ
大
炊
刑
川

FE
入
ル

と
あ
る
｡

畢

cIT<
)
大
粒
川
南
方
の
地
域
に
就

い
て
で
あ
る
が
､
日
向
地
誌
･
二
四
七
貫
及
び
ニ
E
H
1貫
に

入

違

川

恒
久
村

ヨ
リ
管

本
村
(
小
牧
瓢
,
E
吉
村
)
こ
入
テ
禁

長
十

三

町

こ
シ
孟

江
川
(
小
牧
託
･
大
粒
川
)
蒜

グ

ハ
エ

八
蕊
川

濃

川
ノ
下
票

村
(
小
牧
離
､
恒
久
村
)
ト
-

川
ト
ノ
誉

流

ル
隔
灰
塵
大
約
十
二
三
間
上
禁

雲

ヲ
以
テ
底
ト
ス
下
禦

砂

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

川
rf
シ
チ
状
雄
先
ラ
ス

と
あ
る
霊

(
傍
禦

響

､
及
び
完

竺

地
形
翌

に
慧

符
-

川
茂

の
諾

惜
慧

ま
た
こ
の
推
測
の
正
し
い
こ
と
姦

す
る
や
う
で
あ

る
0

買

c
qcq
)

日
向
地
讐

六
≡

嘉

､
六
三

ハ
貫
に

上
前
川
村
物
蕗

鰻
千
尾

下
給
円
材
物
産

鰻
千
五
百
届

と
あ
る
｡

襲

S3
)
日
向
余
響

春
雪

前
約
'
満
仲
細
腰
(
･:･L･1略
願
文
固
辞
仲
裁
本
)
に

水
沼
紳
軌

永
蹄
年
間
の
創
沈
む
-
主
李
二

に
湖
水
ケ
池
と
糾
す



と
あ
り
1
日
的
地
誌
､
六
均
開
封
に

水
沼
糾
批

村
批

粘
璃
水
的

ノ
中
火

エ
ア
-
批
地
墜

二
畝
十
二
渉
水
妓
女
柵
鴫
野
紳
間
掛
加
芙
命

ヲ
食
餌
ス

例
祭
大
陰
僻
九
月
二
十
五
日
ナ
リ

ン
ガ
別
納
蛸
咋
以
氷

ハ
一
光
セ
ス

と
あ
る
｡

襲

2
)
日
向
地
寵
､
六
聖

二
武
に

臼
散
村

梅
･,g
松
林

光
軸

一
町
許
南
北
二
十
四
五
町
ホ
細
大
ナ
ル
ハ
四
八
小
ナ
ル
ハ
二
八
骨
材

Tr
屈

ス

と
あ
る
｡

蘇
(25
)
日
向
地
誌
'
六
聖

二
京
に

水

沼

本
村
(
小
牧
許
､
日
牧
村
)
ノ
水
瓶
撃

妄

り
長
南
北
凹
町
四
十
間
隔
光
軸

小
町
倣
状
九
八
耐
精
凡
五
町
六
段

と
あ
る
｡

註
(2
)
朴
へ2
)
参
偶
の
こ
と
O

註
(2
)
日
向
地
誰
'
六
川
九
訳
に

高
鍋
村
縦
波
松
樹
林

北
此
‖
補

訂
リ
堀

ノ
内
長
谷

工
迎
ナ
ル
長
凡

1
担
幅

.L
町
三
四
十
閃
水
故
許
で
フ
ス
闘
犬
ナ
ル
ハ
空

ハ
尺
小
ナ
ル
二

二

尺
大
約
骨
材

二
周

ス
拭
有
少

シ
ク
離

ル

と
あ
る
｡
問
み
に
銭
箱
鍋
林
の
制
祷
防
併
称
に
つ
い
て
は
'
宮
崎
櫛

の
林
業
(
昭
利
二
毒

､
宮
崎
牒
山
林
骨
刊
)
一
四
四
京
に

湖
陵
山
は
虫
に
脂
梓
に
約
ふ
た
る
地
位
に
あ
り
て
腔
作
物

の
風
潮
に
漬
せ
ら
る
る
を
淡
め
防
止
す
る
臆
に

伐
採
か
蒜
管

永
劫
樹
木
の
存
立
,を
克
め

紀
き
し
も
の
な
り

と
あ
る
｡

証
(28
)
日
向
地
誌
､
1.空

一
七
封
に

地

目
浦
.*

摘
鍋
村

ノ
九
兆
晦
日
ニ
ア
リ
沿
ロ
ハ
火
野

J
向
.ヒ
渦
純
八
九
町
桝

二
町
許
高
鍋
川
北
:中
一義

経

ス
ル
ヲ
以
テ
胎
内
漸
次

二
郎

ル

と
あ
り
〔
同
封
六
先
〇
㍍
に
も
約
ん
ど
同
株

の
記
串
が
あ
る
)
､

同
省
六
五

t
罰
に

･

抑

琴

松

蚊

〓
湘
陥
撃

一
ア
リ
他
州
申

エ
ア
-
其
ホ
タ
ル
ヤ
舶
収
-;
瀞
枚
非
分
翻
之
ヲ
盟
メ
バ
催
茶
ノ
如
シ

州
倖
フ

輝
塊
之
日
向
守
タ
リ
シ

時
閥
誠

二
諏
セ
シ
松

ハ
即
丑
ナ
リ
･i

円
的
閲
脂
沖
砂
丘
地
域
の
研
究

克
九

五
七



地

球

野

手

四
谷

第
四
班

T']0
0

五
八

と
あ
る
｡
(
似
し
此
の
舷
は
'
日
向
の
盟
地
侍
説
と
史
班
.

三

六
貢
に
よ
れ
ば
･
四
十
億
年
前
暴
風
で
折
れ
や
が
て
枯
れ
て
し
ま
っ
た
と
の
こ
と
で

あ
る
)

附

託前
記
#=
に
引
用
し
た
紡
啓
の
う
ち
潜
通
の
も
の
は
高
木
利
太
氏
著
家
裁
日
本
地
誌
日
蝕
及
び
同
綬
箔
に
辞
し
-
卵
殻
せ
ら
れ
て
ゐ
る
か
ら
参
恨
せ

ら
れ
庇

い
Q
有
に
仰
耽
せ
ら
れ
て
ゐ
な
い
だ
け
を
参
考
の
た
め
に
誠
に
鍵
げ
て
荘
-
O

(1
)
日
向
見
聞
牲

内
警

輔
跡
見
紺
蝕
と
-

'
生
山
偲
･
造
順
懸
仰
稗
に
な
り
､
1
予
古
老

蒜

聞
及
晶

ク
見

ル
虚
晶

テ
肇

昌

二見
開
墾

卜
此
雲

脚
衝
雪

空

ノ
好
晶

讐

ラ
ン
者
也
､
寮
監

己
卯
年
開
七
月
中
旬
し
な
る
政
が
あ
る
｡

宮
崎
版

品

番
館
井
本
は
的
望

年
永

女
司
衆
覇

の
銘
木
で
､

そ
れ
は

｢
粛
日
川
見
開
銀
者
微
笠
置
山
挺
純
帝
僻
寓
之
正
本
水
彼
等
､
千
時
弘
化
五
改
案
永
元
伐
中
濃
陽
中
旬
於
城
ケ
崎

培
之
｣
と
あ
る

1
本
か
ら
の
培
本

で
あ
る
0

(2
)
淋
史
僻
考
怨
之
十

1
'
延
陵
世
銀

自
桝
永
年
徳
卿
の
鋼
枠
で
.
軍
制
二
年
三
月
の
･3=
序
が
あ
る
O

(且

日
向
余
巻

紙
沓
及
び
諸
家
の
祝
を
紹
介
収
錬
し
た
も
の
で
､
大
空

毎

春
･
永
盗

ボ
年
の
序
が
あ
る
O

(
完

)


